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第
六
六
回
原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
二
二
年
六
月
二
五
日
（
土
）

○

会
場

広
島
大
学
東
千
田
未
来
創
生
セ
ン
タ
ー
M

204

〇

研
究
発
表

城
山
小
学
校
の
殉
難
児
童
を
探
し
て

村
上

美
奈
子

〇

合
評
会

川
口
隆
行
『
抗
い
の
詩
学

―
原
爆
文
学
と
戦
後
文
化
運
動

―
』

書
評

宇
野
田

尚
哉

佐
藤

泉

成
田

龍
一

応
答

川
口

隆
行

司
会

後
山

剛
毅

第
六
七
回
原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
二
二
年
一
二
月
四
日
（
日
）

○

会
場

Zoom

を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

〇

研
究
発
表

中
澤
晶
子
『
ワ
タ
シ
ゴ
ト

歳
の
ひ
ろ
し
ま
』
を
読
む

14

―
〈
ア
ナ
タ
〉
か
ら
〈
ワ
タ
シ
〉
へ

相
川

美
恵
子

〇

「
原
爆
文
学
」
再
読
９

―
原
民
喜
「
夏
の
花
」

発
題

遠
田

憲
成

中
野

和
典

『
原
爆
文
学
研
究
』
投
稿
規
定

一
、
投
稿
資
格

本
誌
に
投
稿
で
き
る
の
は
、
原
則
、
本
研
究
会
会
員
の
み
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

編
集
委
員
会
か
ら
依
頼
す
る
原
稿
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
．
投
稿
原
稿
の
類
別

投
稿
原
稿
の
類
別
は
、
批
評
、
論
文
、
書
評
、
詩
な
ど
を
著
者
が
指
定
し
て
く
だ

さ
い
。

三
．
投
稿
方
法

原
則
と
し
て
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
に
よ
り
、
投
稿
を
受
け
つ
け
ま
す
。
た
だ
し
、

メ
ー
ル
添
付
で
の
投
稿
に
不
都
合
が
あ
る
場
合
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿
に
、
原
稿

デ
ー
タ
を
保
存
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
等
を
同
封
の
う
え
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な

お
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
等
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

四
．
書
式

枚
数
の
制
限
は
特
に
も
う
け
ま
せ
ん
。
新
字
の
あ
る
も
の
は
、
な
る
べ
く
新
字
を

用
い
て
く
だ
さ
い
。
な
お
注
は
、
算
用
数
字
で
通
し
番
号
を
付
け
、
最
終
ペ
ー
ジ
に

ま
と
め
て
列
記
し
て
く
だ
さ
い
。

五
．「
論
文
」
の
査
読
と
査
読
結
果
の
通
知

「
論
文
」
枠
に
投
稿
さ
れ
た
も
の
に
関
し
て
は
査
読
を
お
こ
な
い
ま
す
。「
論
文
」
原

稿
の
採
否
の
決
定
と
通
知
は
、
編
集
委
員
会
が
選
定
す
る
査
読
者
に
よ
る
審
査
後
、

編
集
委
員
会
が
お
こ
な
い
ま
す
。

六
．
投
稿
締
め
切
り

「
論
文
」
枠
へ
の
投
稿
は
、
刊
行
予
定
時
か
ら
さ
か
の
ぼ
り
、
半
年
前
の
月
末
を
締

め
切
り
と
し
ま
す
。
そ
の
他
枠
へ
の
投
稿
は
、
刊
行
予
定
の
三
か
月
前
を
原
則
と
し

て
設
定
し
ま
す
。

七
．
そ
の
他

投
稿
者
は
、
投
稿
枠
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
自
の
原
稿
一
頁
（
機
関
誌
の
書
式
）
に

つ
き
一
〇
〇
〇
円
を
発
行
経
費
と
し
て
負
担
す
る
こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。
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